
【音楽】 

第４回ＡＡＣサウンドパフォーマンス道場プロジェクト 

 

＊選考委員： 足立智美（パフォーマー/作曲家） 

佐近田展康（音楽家、サウンド・メディアアーティスト、名古屋学芸大学メディア造形学部准教授）  

水野みか子（作曲家、名古屋市立大学大学院芸術工学研究科教授） 

三輪眞弘（作曲家、IAMAS（情報科学芸術大学院大学）教授） 

藤井明子（愛知芸術文化センター愛知県文化情報センター主任学芸員） 

 

□アーティストのための舞台技術セミナー 

日 時：２００９年８月２１日(金）１７:００～２０:００ 

会 場：愛知県芸術劇場小ホール 

内 容：・愛知県芸術劇場小ホールの舞台機構体験（舞台についての基礎知識） 

    ＊小ホール舞台機構を実際に動かし、舞台空間を体感する。 

     講師：高橋 誠 愛知県舞台運営事業協同組合 

    ・照明について （基本知識、照明機構の説明） 

     ＊小ホール照明機材を使い舞台照明を体験する。 

     講師：福井 孝子 愛知県舞台運営事業協同組合 

    ・音響について （基本知識、音響機構の説明） 

     ＊小ホール音響機材を使い舞台音響を体験する。 

     講師：大坂 正晴 愛知県舞台運営事業協同組合 

    ・質疑応答 

    ・キャットウォーク及び楽屋見学 

 

道場入選者に対して、主旨「作品のブラッシュアップ」の基礎固めとするために、またアーテ

ィストや舞台機構に興味を持つ一般の人に、愛知県芸術劇場小ホールの機能や舞台技術の基礎知

識を具体的に伝えることで、音楽やダンスや演劇などに関わるアーティストや企画者、主催者に、

作品の創作や公演を行うのに役立ててもらうため、開催した。まず小ホールの舞台機構について、

舞台やバトンを実際に昇降させるとともに、平台・箱馬などの備品、幕類等、舞台についての基

礎知識を説明した。次に、照明について、光の三原色や光の方向性などの基礎知識を実演を混じ

えながら説明。音響については、マイクの機能による差異の解説のあと、スピーカーの設置場所

により客席での聞こえ方の違いを体験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

□第 1回プレゼンテーション 

日 時：２００９年８月２２日（日）１６：３０～２１：００ 

会 場：カフェ・パルル 

 

 若いアーティストから“音を用いたパフォーマンス”の企画案を公募し、発展性のある企画をブ

ラッシュアップさせて上演する機会を与える「AAC サウンドパフォーマンス道場」プロジェクト。

第 1回プレゼンテーションでは、ＡＡＣサウンドパフォーマンス道場入選者各々が応募企画案に沿

った形で、パワーポイントや実演を交えたプレゼンテーションを行った。それに対して、選考委員

と観客からの意見や質問などが活発に行われた。選考委員や観客の目が入ることによって、入選者

の企画案が、実現可能性や演出や方法論上の補完しなけ ればならな

い部分や、第 2回プレゼンテーションに向けての目標や 仮題が明確

になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. Craftwife【クラフトワイフ】『Craftwife(仮称)』      

                    ２. coup d'etats【クーデターズ】『Frictional noise』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ４. 池田拓実 『テーブルの音楽（Table Music）』 

 

 

 

 

←会場の様子 

 

 

 

 

               

３．groovetransformiste-INTER-DISCIPLINE;INTO- 

MUSIC-【グルーヴ・トランスフォルミスト－インター･

ディシプリン；イントゥ・ミュージック－】 

『作品名未定』 

 



□第２回プレゼンテーション 

日 時：２００９年９月１０日（木）１８:００～２１:００   

会 場：愛知県芸術劇場小ホール 

 

 第 1回プレゼンテーションを受け、本公演に向けてさらに改訂改善していくために、本公演と同

じ会場の小ホールを使用して作品企画案のテスト上演を行い、それに対して選考委員がコメントや

アドバイスを述べた。今後、今回のテスト上演で出てきた課題や問題を解決したり、精度を高めて

ゆき、本公演でどのような完成形を見せてくれるのかが注目される。 

 

 

1.Craftwife【クラフトワイフ】『Craftwife(仮称)』    2.coup d'etats【クーデターズ】 『Frictional 

noise』 

 

 

3.groove transformiste-INTER-DISCIPLINE;INTO-MUSIC-  4.池田拓実 『テーブルの音楽（Table 

【グルーヴ・トランスフォルミスト－インター･ディシプリン；イントゥ・ミュージック－】                   Music）』 

『作品名未定』 

 

 



□公演 

日 時：２００９年１０月１０日（土）１５:３０～１９:３０ 

会 場：愛知県芸術劇場小ホール 

プログラム： 

 ・入選４作品上演 

  1.groove transformiste-INTER-DISCIPLINE;INTO-MUSIC- 「LIVE Performance 10/’09」 

 (ｸﾞﾙｰｳﾞ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾐｽﾄ‐ｲﾝﾀｰ･ﾃﾞｨｼﾌﾟﾘﾝ･ｲﾝﾄｩ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ‐) 

  2. 池田拓実        「テーブルの音楽(Table Music)」 

  3. Craftwife(ｸﾗﾌﾄﾜｲﾌ)    「クラフトワイフのコンサート」 

  4. coup d'états(ｸｰﾃﾞﾀｰｽﾞ) 「Frictional noise」 

  ・第 3回ＡＡＣサウンドパフォーマンス道場優秀賞受賞者 改訂再上演 

  1. ＯＯ(ｵｩｵｩ) 「object/process」 

  2. 鈴木悦久  「Adagio for Disklavieｒ 自動演奏ピアノのためのアダージオ」 

 ・優秀賞公開審査、各賞の発表、表彰式 

 

7 月末に入選した４企画を、2 回のプレゼンテーションを経てブラッシュアップしてもらい上演

した。上演後に、優秀賞（選考委員による公開審査）と、オーディエンス賞（観客による投票）を

決定した。上演された作品は、若いアーティストらしい、既存の音楽枠にとらわれない斬新なもの

ばかりで、それぞれ全く種類の異なる作品だった。上演の技術力、音（音楽）・映像・ダンス（身

体行為）などの構成要素、全体の演出、作品の意図など、多面的なレベルから作品の質や完成度は

問われる。この点で、今回上演された 4作品は、若いアーティストの意欲はあるが、全体的にもう

一歩と指摘があった。一方、昨年の優秀賞受賞者による改訂再上演された作品は、2 作品とも、昨

年よりもさらにブラッシュアップされており、アーティストたちがこの道場で学んだことが着実に

いかされているという手応えを感じた。今年度入選した若いアーティスト達も、今後の躍進が期待

される。  
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

1.groove transformiste-INTER-DISCIPLINE;INTO-MUSIC-  2. 池田拓実  

 「LIVE Performance 10/’09」          「テーブルの音楽(Table Music)」 

                

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. Craftwife「クラフトワイフのコンサート」   4. coup d'états「Frictional noise」 



  

 

   第 3回 AAC サウンドパフォーマンス道場優秀賞受賞者 改訂再上演 

  
1. ＯＯ(ｵｩｵｩ)            2. 鈴木悦久 

「object/process」         「Adagio for Disklavieｒ 自動演奏ピアノのため 

                                  のアダージオ」 

 

                              本公演撮影：加藤光 

 


